
情報発信の在り方等に関する課題について 

 

 

今年 9 月開催の産業構造審議会 産業技術環境分科会 廃棄物・リサイクル小委員会 自

動車リサイクルワーキンググループ、中央環境審議会 循環型社会部会  自動車リサイクル

専門委員会において、『自動車リサイクル制度の施行状況の評価・検討に関する報告書』（以

下、「報告書」という。）が取りまとめられ、この報告書においては自動車ユーザーへの情報発

信等の取組みについて次の課題が示された。 

*以下、「課題＃（番号）」は、別紙「自動車リサイクル制度の施行状況の評価・検討に関する

報告書に基づく今後の対応の全体像について」に記載する課題番号に関連付く 

*以下、太枠内の記載内容は、報告書の原文を引用 

 

１. 自動車製造業者等・解体業者等におけるユーザー等への情報発信 

 

（１） 環境配慮設計・再生資源利用の進んだ自動車へのユーザー選択の促進（課題＃４） 

 

環境配慮設計によって取り外し性が向上し、容易にリユース・リサイクルを行うことができ

るようになった部品・素材については、ＡＳＲ予測発生量からその重量を除外することでリサ

イクル料金を引き下げ、車種間の差別化を行うことや、ユーザーに対する効果的な情報発

信等、環境配慮設計の進捗の評価・活用方法について国と関係主体が連携して検討を行

い、その結果を踏まえて環境配慮設計の進んだ自動車についてユーザーによる選択を促す

ための取組を実施すべきである。 

 

その際、ユーザーが最終的に製品を選択し、使用済自動車として引き渡すことを踏まえ、

自動車ユーザーが自動車リサイクルにおける環境配慮設計や再生資源利用の重要性、社

会的便益を理解し、ユーザーによる環境配慮設計や再生資源利用の進んだ自動車の積極

的な選択を促すような情報発信を行うとともに、特預金等の活用によるユーザーへのインセ

ンティブ等のあり方について検討を行うべきである。 

 

（２） リユース・リビルト部品のユーザー選択の促進（課題＃５） 

 

リユース・リビルド部品の利用について、国と関係主体が連携して、ユーザー・整備業者

等における実態の把握と更なる理解の促進に取り組むとともに、部品の規格化やモデル事

業等の取組を通じて、それぞれの部品を比較・評価しやすい環境の創出や、部品リユース

のメリットの検証・情報発信を行い、信頼性のある部品が安定的に供給されユーザーがリユ

ース・リビルド部品を選択しやすい状況を構築していくべきである。 

 

資料 3 

参考１ 



２. 引取業者におけるユーザー等への情報発信 

 

（１）引取業者による情報提供の在り方、国による伝達及び引取業者による対応（課題＃１０） 

 

国は、関係主体と連携して、使用済自動車の引取りや中古車の取引におけるリサイクル

料金等に関するユーザーの認識状況について把握を進め、その結果を踏まえて、ユーザー

の更なる理解を促すよう対応を行っていくべきである。特に、「使用済自動車判別ガイドライ

ン」を踏まえながら引取業者がユーザーに対してどのような情報提供を行うべきか改めて整

理するとともに、その内容を引取業者に確実に伝達し、引取業者はそれに基づく対応を進

めていくべきである。 

 

（２）使用済自動車の価値等に係るユーザーへの情報発信（課題＃１１） 

 

ユーザーが使用済自動車の価値について理解をより深め、主体的に引取業者を選択で

きるようにするため、関係主体が適切な役割分担を行いながら、使用済自動車が資源的な

価値を持ち、使用済自動車から中古部品や資源が回収され、有効活用されているということ

について、ユーザーへの情報発信を行っていくべきである。 

 

３．ＪＡＲＣ機能の一層の発揮（課題＃１９） 

 

自動車リサイクル制度におけるＪＡＲＣが果たすべき役割とその費用をユーザー及び自動

車製造業者等が負担していることも踏まえ、ＪＡＲＣは、ユーザー・関係事業者・自治体等と

の意見交換等を通じたシステム改善ニーズの把握、ユーザーへの情報発信とその効果検

証、関係主体間の情報共有の円滑化等、ＪＡＲＣが管理する使用済自動車の再資源化状況

等データの活用など、その発展に向けて機能の一層の発揮を図るべきである。 

 

 

以 上 


